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8 — 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） のサ ハーバ (教 友） の徳 


• サメ、ー パ (教 友） の徳： 

1 — 至高の アッ ラーは こう 仰ら れま した：- 

そして ムハー ジルー ンと アンサー ルの 先駆けた 先人たち と、 イフ サーンを も 
って 彼らを 踏襲した 者たち は、 アッ ラーが お 悦びに なられ、 彼ら も アッ ラー 
に 満足す る。 そして （アッ ラーは） 彼らの ために、 その 下を 河川が 流れる 天 
国を ご用 意され た。 彼らは そこに 永遠に 留まる。 それ こそは この 上ない 偉大 
な 勝利な の だ。， （ク ルアー ン 9: 100) 

2 — アブー •フライ ラ （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「ア 
ッ ラーの 使徒 （彼に アッ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました：" 私の 
サ ハーバ （教 友） を 中傷す るので はない。 私の サ ハーバ （教 友） を 中傷す る 
のでは ない。 私の 魂が その 御手に 委ねられ ている お 方に かけて。 例え あなた 
方が ウフ ド 山 ほどの 金塊を 施した と しても、 彼らの 施した 両手 一杯 分の もの 
はおろ か、 その 半分に も 達する ことは ないから である。"」 （アル =ブ ハー 
リーと ムス リムの 伝承 2 ) 

• ムハー ジルー ンと アンサー ノレの 徳： 

1— 至高の アッ ラーは こう 仰ら れ ました： ■ 

そして （戦利品は）、 （マッカの） 家と 財を （剥奪され） 追い出された ムハ 
ー ジルの 困窮者た ちに （も 振り当てられる）。 彼らは アッ ラーからの 豊かな 
お恵みと かれの ご 満悦を 望み、 アッ ラーと かれの 使徒を 援助す る。 彼ら こそ 
は 全き 信仰者たち なので ある。 また （戦利品は、） 彼ら （の 移住） より 先に 
(マデイーナに おいて） 住居と イー マーンを 堅固な ものと していた 者 （アン 
サール） たち （にも 割り当てられる）。 彼らは ムハー ジルを 愛し、 彼ら （ム 
ハー ジル) が 与えられる もの （戦利品の こと） に対して 妬んだり する こと も 
ない。 彼らは 例え 自らが その 必要が あった としても、 ムハー ジルの 方を 彼ら 
自身より 優先す るの だ。 そして _ら の 吝嗇 さを 抑制す る 者 こそは、 成功者な 
ので ある。， （タノ レアー ン 58 : 11) 

2 — 至 高の アッ ラーは こう 仰ら れま した：- 

そして 信仰し、 移住し、 アッ ラーの 道に おいて 奮闘した 者たち。 また 住処を 
提供し、 援助した 者たち。 彼ら こそは 真の 信仰者で ある。 彼らには （アッ ラ 
一からの） お赦 しと、 天国の 報奨が あろう。， （ク ルアー ン 8 : 74) 

3 — アブー •フライ ラ （彼に アッ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「ア 
ッ ラーの 使徒 （彼に アッ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は 言いました：" もし 
ヒ ジュラがなかったら、 私は アンサー ノレの 一員であった ろう。 そしても し 人 
々が 谷を 行き、 アンサー ノレが 谷 あるいは 山道を 行く のなら、 私は アンサー ノレ 


訳者 注： 「ムハー ジルー ン」 は マッカから マデイーナ へと 宗教 迫害を 逃れて 移住した 信仰者た ちで、 「アンサー ル 
」 は 彼らを マデイーナで 迎え入れ、 財 や 住居な どの 物質的 側面と 精神的 側面から 援助した 信仰者たち。 

2 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （3673) 、 サ ヒー フ •ムス リム （2 540 ) 。 文章は ムス リムの もの。 

3 訳者 注： 上記 訳者 注 1 参照の こと。 
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の 谷 あるいは 山道を 行った であろう。"」 （アル =ブ ハーリーと ムス リムの 
伝承 4 ) 


• 正しく 導かれた カリフた ちの 徳： 

1— ァブー •ムーサー （彼に ァツ フーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言者 （ 
彼に ァツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 壁の 内側に 入り、 私に その 扉の 警備 
を 命じました。 すると 1 人の 男が やって来て、 （扉の 内側に 入る） 許可を 請い 
ました。 すると （預言者は） 言いました： 「" 中に 入れよ。 そして 彼に 天国 
のよ き 知らせを 伝える の だ。" そして その 男は アブー •バ クルでした。 それ 
からまた 別の 男が やって来て、 （扉の 内側に 入る） 許可を 請いました。 する 
と （預言者は） 言いました： 「" 中に 入れよ。 そして 彼に 天国の よき 知らせ 
を 伝える の だ。" そして その 男は ウマルでした。 それから また 別の 男が やっ 
て 来て、 （扉の 内側に 入る） 許可を 請いました。 すると （預言者は） 少し 沈 
黙し、 それから 言いました" 中に 入れよ。 そして 彼に、 彼を 将来 襲う であろ 
う 試練と 引き換えの 天国の よき 知らせを 伝える の だ。" そして その 男は ウス 
マーン. ブン .アツ ファーンだった のです。」 （アル =ブ ハーリーと ムス リ 
ムの 伝承 5 ) 

2 — サアド. ブン •ア ビー •ワ ツ カース （彼に ア ツ ラーの ご 満悦 あれ） は 
言いました： 「ァツ ラーの 使徒 （彼に ァツ ラーからの 平安と 祝福 あれ） は夕 
ブークの 遠征の 折に、 ァリー. ブン. ァビー. ター リブを マディーナに 留ま 
ら せ、 彼の （不在 中の） 代理と しました。 すると ァリーは 言いました：" ァ 
ツ ラーの 使徒よ ！ 私に 女子供と 一緒に 控えて いよと 仰る のです か？" すると 
(預言者は） 言いました：" あなたが 私に とって、 ムーサー （モー ゼ） にと 
っての ハール ーン （アーロン） のよう な 地位に ある ことを 喜ばない のか？ た 
だ 私の 後に 預言者は ない のでは あるが。"」 （アル =ブ ハーリーと ムス リム 
の 伝承 6 ) 

3 — ァブー •フライ ラ （彼に ァツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 ァツ ラー 
の 使徒 （彼に ァツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は （ある 時、） ァブー •バタ 
ルと ウマルと ウス マーンと タ ル ハ と アツ = ズバイル と共に、 ヒフ ー 洞窟 にあ 
りました。 すると 岩が グ ラグ ラ 動き 出した ので、 ァツ ラーの 使徒 （彼に ァツ 
ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「止まれ。 お前の 上に いるのは 
、 預言者と 信心深い 者 （スィ ツ ディー ク）、 殉教者たち なの だぞ 7 。 」 （ムス 
リ ムの 伝承 8 ) 


4 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （7244) 、 サ ヒー フ •ムス リム （1 059 ) 。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 

5 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （3695) 、 サ ヒー フ •ムス リム （2403) 。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 

6 サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （4416) 、 サ ヒー フ •ムス リム （2404 ) 。 文章は ムス リムの もの。 
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訳者 注： アブー •バ クルが 「スィ ツ ディー ク」 という 名誉 高い 名で 呼ばれて いたのは 有名です。 また 実際に ウマル 
、 ウス マーン、 タル ハ、 アツ = ズバイルは 皆 殉教者と なりました。 イマーム •アン =ナ ワウ ィーは この 伝承を、 未 
来を 予知した 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 奇跡の 証明の 1 つで あると 言って います （アン = ナワ 
ウイ ーの サ ヒー フ •ムス リム 解釈より）。 

8 サ ヒー フ •ムス リム （2417) 。 
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